





































2 . レー ザひずみ計の原理
しかしながら，この坂田式三成分ひずみ計は
芯線の数が多いため，信号 ケーブルが太く，取
























図 1 にこの干渉計の原理を示す。間隔 Lで配
置された 2 枚の凹面鏡の間で光が共振状態にあ
るとき，凹面鏡間には定在波が存在する。これ
は半波長（入／ 2 ) が整数個存在す るというこ
とであるから，この整数をNとすると
L = N（入／ 2)




図 1 フ ァ ブリ ペロー干渉計の原理
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となる。両辺を微分することにより，

















形の耐圧容器（外径140mm , 長さ6 00mm 程度，

















































距離のデー タ直送ができるので，津波監視 ・ 予
報システムにも利用できる。
地上部には，共振器からの光が光ファイバを






















B O S 観測井に適用できるであろう。構造が簡
























のであり，レー ザ計測技術一 般はグー ビン博士
によるものである。従って今後は，本ひずみ計
を坂田・グー ビン式レーザひずみ計と呼称する。
（地震総合研究官 坂田 正治）
